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P r o f i l e

女性の力、現場を変える

15V o l .

各方面の現場でイキイキと輝く活躍する女性にその醍醐味や将来の目標などを伺いました。

文／編集部　写真／三川ゆき江

J AMSTEC
（国立研究開発法人海洋研究開発機構）

長野由梨子
Y U R I K O  N A G A N O

神奈川県生まれ。イギリス北アイルランドの大学院で肺に感染する病
原菌の研究に携わり、2008年よりJAMSTECへ。深海に生息す
る真菌の数少ない研究者の一人として、新種などを多数発見している。

人の役に立てる“深海菌”を探して

たことがある。直近では2019年、小笠
原諸島沖に３週間の航海に出た。十数
人の研究員が調査に赴き、うち6人ほ
どが日替わりで有人潜水調査船「しん
かい6500」に乗り込む。定員は３人。
３人がやっと座れる広さしかなく、ト
イレもない。乗り込んだら約８時間、
カメラが映し出す映像をモニター越し
に観察したり、研究に必要な堆積物な
どを採取したりする。
　この時に潜ったのは深さ5,800mの海
の底。調査航海のテーマは、深海底の
プラスチックごみだった。「実際に見た
限られた範囲だけでも、想像以上にプ
ラスチックごみがたくさん見つかった
のは衝撃でした」。現在はプラスチック
に付いていた真菌に、分解作用を持つ
ものがいるかを探っている最中だ。自
身の研究にとっては、海底に落ちてい
た木片から、深海にしかいないキノコ
を発見できたことも大きな収穫だった
と話す。
　長野さんは「今後は、海洋深層水か
ら環境DNAを採取して、季節や環境に
よる変動を研究していくとともに、プ
ラスチック分解菌などの研究もしてい
きたい」と語る。仮に真菌に特定の作
用が見つかっても実用化するまでには
長い年月がかかるという。しかし、学
生時代に志した「人の役に立ちたい」
思いは、舞台が海底に代わっても、変
わらずに彼女の探究心を支えている。

　神奈川県横須賀市に本部を構える
JAMSTECは、海洋研究開発などを目的
とした研究所。長野由梨子さんはここ
で研究員として、深海に生息する真菌
＝深海菌の研究に当たっている。真菌と
はカビやキノコの仲間のことで、深海菌
は、抗生物質をはじめとする医療に役
立つ物質を作るほか、環境保護への貢
献も期待される未知の生物。その“未知”
に引かれて、JAMSTECに入った。
　大学、大学院では「人の役に立ちたい」
と医療分野の臨床微生物の研究をして
いた。運命の公募を見つけたのは大学
院在院中、就職先を探していた時だった。
「『深海は “地球最後のフロンティア”で、
99％の微生物がまだ発見されていない。
今後は、未知の微生物が作る有用物質
を探索する』と書かれていて面白そう
だなと。自分が研究する分野にも関係
しながら、大好きな海も身近になる。
つながったな、と感じました」
　JAMSTECが所有する有人・無人の
潜水調査船が深海から持ち帰ってきた
堆積物や生物から真菌を培養し、深海
の環境中に含まれる真菌由来のDNAを
調べるのが主な仕事。前述のように深
海菌は未知の分野であり、長野さんも
これまで100種以上の新種を発見した。
「やればやるほど新しいものが見つかる
のが毎回楽しみです」。併せて研究論文
を発表するのも大切な業務だ。
　これまで２回、実際に深海まで降り

物事の本質をいち早く
理解しながら仕事をさ
れています。育児も仕
事も大変だと思うので
すが、ひたむき！そして
重要なポイントは外さ
ない！何より、まわりの
人への気配りも忘れな
い！素敵です!!

海洋生物環境影響研究センター
センター長

藤倉克則さん

長野さんのオフタイム

O f f - t i m e

お子さんといっしょに
全力で遊びリフレッシュ

長野さんは５歳と３歳のお子さんを持つマ
マでもある。「オンとオフはメリハリをつけ
たい」と語り、休日はお子さんと過ごすの
がリフレッシュ時間。「ドッジボールやけん
玉をかなり真剣にやってヘトヘトです（笑）」
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何事も柔軟に

でも根はしっかり
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「迷ったらやる」で
後悔しない行動を
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行き詰まったら

同僚や家族と会話
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長野さんの
３カ条
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1.実験室では真菌の培養
と分析を行う。2.長野さ
んが培養した真菌。色や
形状はさまざまだ。3.「し
んかい6500」の船内で撮
影したものと、4.敷地内
に建つ海洋科学技術館に
展示された実物大モック。
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鹿児島湾の鯨骨から採取
した深海菌は長野さんの
お気に入りのひとつ




